
（別紙３）

～ 令和8年1月23日

（対象者数） ２４名 （回答者数） 22名

～ 令和8年1月23日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムが固定化されている事が課題にため、５領域の療

育の実施に伴いプログラムの引き出しを増やし、固定化され

ないように留意する。また、少人数グループ活動も充実させ

るため、児童のケアの適正化を行い時間を創出する。

2
引き続き、子どもの主体性を尊重し、自発行動を促すような

関わりと支援をおこなう。

3
今後も子ども達が楽しみながらできる支援をおこなってい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 保護者への情報発信の方法の検討をおこなう。

2
日頃から関りを大切にし関係を深めながら連携できることを

検討していく。

3

児童が安心感を持って通所している。通所をすることを楽し

みにしている。支援に満足している回答をいただき、事業所

に対しても満足している回答をいただいた。

児童の特性や個性を優先に考え、職員間での情報共有を丁寧

におこなっている。また、保護者に対して積極的に連絡を取

り、不安な点や不明な点、支援内容に対する説明を丁寧にお

こなうことを心がけている。隔週で職員間で個別支援計画に

対する理解を深めるためのミーティングを行っている。

子どもが自己選択及び自己決定する力を育てるための支援を

おこなっている。

宿題、おやつ、活動などその日にすること、しないこと、そ

の内容等を自分が選べるように、一緒に予定を確認したり提

案したりしている。

将来に繋がるような、子どもの自主性、自立心が育つ。 自己決定ができる環境設定。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

非常時等の対応。
マニュアルや安全計画等策定しているものの、保護者への情

報発信ができていない。

地域との連携が弱い
支援学校、地域の小学校や地域とのやり取りがあまりないこ

とから何か行えることを考えていきたい。

令和8年1月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　そよかぜ

○保護者評価実施期間
令和8年1月8日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


